
｢
諌
　
少
　
正
　
卯
L
　
私
　
論

∴

(-0

春
秋
末
の
魯
の
国
.
定
公
の
九
%
(
N
芯
五
〇
1
)
に
孔
子
は
大
司
超
に
就
任
(
五

十
一
才
)
'
つ
い
で
宰
相
代
行
と
を
-
(
五
十
六
才
)
'
三
月
'
魯
国
は
大
い
に
治
ま

っ
た
.
め
ぐ
ま
れ
を
か
っ
た
孔
子
の
生
涯
の
う
ち
で
'
最
も
意
を
得
た
時
期
に
あ
た

る
｡喜

色
満
面
の
孔
子
に
向
っ
て
門
人
が
た
ず
ね
た
｡
君
子
と
い
う
も
の
は
禍
が
至
っ

て
も
慣
れ
ず
'
福
が
至
っ
て
も
書
こ
ぼ
ず
と
聞
い
て
お
-
ま
し
た
が
､
先
生
は
ち
と

は
し
ゃ
ぎ
す
ぎ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
と
｡
こ
れ
に
対
す
る
孔
子
の
返
答
が
ま
た
ふ

る
っ
て
い
る
.
う
ん
'
そ
う
い
う
こ
と
を
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
ね
.

だ
が
'
｢
其
の
貴
を
以
て
人
に
下
る
を
楽
し
む
｣
と
も
い
わ
を
か
っ
た
か
ね
.

執
政
に
さ
き
だ
ち
､
孔
子
は
魯
の
大
夫
･
乱
政
者
･
少
正
卯
を
殊
　
(
殺
)
　
し
た
t

●

と
司
馬
遷
(
讐
四
五
-
八
十
六
)
の
『
史
記
･
孔
子
世
家
』
は
伝
え
る
.

定
公
十
四
年
'
孔
子
年
五
十
六
へ
　
由
大
司
遥
行
掻
相
事
'
有
音
色
｡
門
人
日
'

聞
君
子
禍
至
不
健
'
福
至
不
審
｡
孔
子
日
'
有
是
言
也
｡
不
日
'
楽
其
以
貴
下

人
平
｡
於
是
殊
魯
大
夫
乱
政
老
少
正
卯
｡
輿
聞
国
政
三
月
'
粥
黒
豚
者
弗
飾
貫
'

男
女
行
者
別
於
塗
'
塗
不
拾
遺
'
四
方
之
客
至
乎
邑
者
不
求
有
司
'
皆
予
之
以

帰
｡

松
　
　
尾
　
　
善
　
　
弘
　
〔
研
究
紀
要
　
第
二
九
巻
〕

松

　

　

尾

　

　

善

　

　

弘

二
九
七
七
年
十
月
十
四
日
受
理
)

孔
子
が
少
正
卯
を
課
し
た
史
実
の
真
偽
を
め
ぐ
っ
て
'
古
来
'
多
-
の
説
が
展
開

さ
れ
た
｡
そ
れ
ら
は
'

1
'
是
認
説
｡
す
な
わ
ち
そ
の
事
実
を
肯
定
し
伝
え
る
記
録
｡

2
'
否
定
説
｡
す
夜
わ
ち
か
か
る
記
録
の
偽
造
を
唱
え
る
説
｡

3
'
折
衷
説
｡
す
を
わ
ち
｢
諌
｣
を
｢
貴
｣
の
義
に
解
釈
し
よ
う
と
す
る
説
｡

に
大
別
で
き
る
｡

南
宋
の
大
儒
宋
煮
(
二
三
〇
-
〓
1
0
0
)
を
は
じ
め
葉
適
'
王
君
虚
ら
が
2
説

の
支
持
者
で
あ
る
が
'
当
時
の
事
情
の
否
定
的
考
察
を
通
し
て
'
諌
少
正
卯
を
伝
え

る
テ
キ
ス
ト
を
も
孔
子
を
誹
誘
中
傷
す
る
た
め
の
偽
造
で
あ
る
と
み
覆
す
.
聖
人

孔
子
が
人
を
諌
殺
す
る
は
ず
が
覆
い
と
い
う
心
情
が
基
底
に
動
い
て
い
る
よ
う
で
あ

る
｡3

説
の
唱
道
者
は
孫
星
宿
二
七
五
三
-
一
八
1
八
)
　
で
あ
る
.
課
少
正
卯
の
殊
を

｢
諌
殺
｣
の
そ
れ
で
は
を
-
'
｢
殊
貴
｣
の
意
に
解
す
る
説
で
､
同
じ
よ
う
に
聖
人
孔

子
が
悪
人
少
正
卯
を
殊
貴
し
た
の
だ
と
い
う
'
い
わ
ゆ
る
尊
孔
的
動
機
が
う
か
が
わ

れ
る
｡と

こ
ろ
で
'
い
ま
こ
れ
ら
2
･
3
説
を
聞
究
す
る
こ
と
は
し
ば
ら
-
措
い
て
'
当

面
1
説
を
中
心
に
遍
-
文
献
を
求
め
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
｡
1
説
を
支
持
し
そ
の

真
実
性
を
究
明
す
る
こ
と
が
'
同
時
に
2
･
3
説
に
対
す
る
反
論
と
も
を
-
得
る
と

一
三
五



桧
　
　
尾
　
　
善
　
　
弘
　
(
研
究
紀
要
　
第
二
九
巻
〕

考
え
る
｡
た
だ
し
1
説
を
伝
え
る
文
献
も
そ
の
多
-
は
尊
孔
的
観
点
か
ら
の
'
つ
ま

-
孔
子
の
正
義
が
少
正
卯
の
悪
を
成
敗
し
た
と
い
う
記
述
で
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
に

断
っ
て
お
-
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
｡

(
3
)

韓
嬰
･
(
*
漠
'
文
･
景
･
武
帝
時
の
人
.
生
卒
年
不
評
)
　
の
『
韓
詩
内
伝
』
　
の

｢
投
彼
有
北
｣
を
解
釈
し
た
条
項
に
次
の
文
章
が
み
え
る
｡

孔
子
為
魯
司
逼
時
'
課
少
正
卯
｡
謂
使
道
巳
行
'
乱
国
政
也
｡
使
道
末
行
'

章
明
達
之
而
巳
｡

孔
子
が
魯
の
司
遠
に
怒
っ
た
時
'
少
正
卯
を
課
し
た
｡
そ
れ
は
　
(
少
正
卯
の
)
　
使

道
が
す
で
に
行
わ
れ
国
政
を
乱
し
た
か
ら
で
あ
る
.
も
し
侯
道
が
ま
だ
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
怒
ら
ば
章
明
　
(
す
を
わ
ち
孔
子
)
　
は
之
を
遠
ざ
け
る
の
み
で
あ
っ
た
だ
ろ

ト
つ
○

班
固
(
三
二
-
九
二
)
は
右
の
文
を
引
い
て
､
そ
の
著
『
白
虎
通
徳
論
･
殊
伐
』
に

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
.

倭
人
嘗
諌
何
｡
為
其
乱
善
行
'
傾
覆
国
政
｡
韓
詩
内
伝
'
孔
子
為
魯
司
完
､

先
課
少
正
卯
｡
謂
使
道
己
行
'
乱
国
政
也
｡
使
道
末
行
'
章
明
達
之
而
巳
｡
袷

語
日
'
故
郷
声
'
遠
倭
人
｡

倭
人
が
を
ぜ
課
せ
ら
る
べ
き
か
と
い
え
ば
'
そ
れ
は
'
善
行
を
乱
し
国
政
を
傾
荏

(
4
)

す
る
か
ら
で
あ
る
.
論
語
に
も
い
う
'
鄭
声
を
放
ち
倭
人
を
遠
ざ
け
よ
と
.

そ
し
て
'
少
正
卯
は
倭
人
で
あ
-
'
倭
人
を
孝
明
が
課
伐
す
る
の
は
当
然
だ
と
い

う
論
の
展
開
で
あ
る
｡
そ
の
　
｢
倭
人
｣
像
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
明
ら
か

に
す
る
が
'
こ
こ
で
は
何
よ
-
も
こ
と
が
ら
が
極
め
て
政
治
的
色
合
い
の
濃
い
も
の

で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
か
ね
ば
怒
ら
を
い
.
個
人
的
犯
罪
問
題
の
よ
う
で
い
て

実
は
国
家
の
転
覆
に
関
わ
る
重
大
を
内
容
を
蔵
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

●

劉
安
(
讐
七
六
-
三
二
)
は
『
准
南
子
･
氾
論
訓
』
篇
で
殊
少
正
卯
の
事
実

を
次
の
よ
う
に
伝
え
る
｡

一
三
六

故
聖
人
国
民
之
所
書
面
勧
善
'
国
民
之
所
悪
以
禁
姦
｡
故
賞
一
人
而
天
下
誉

之
､
罰
一
人
而
天
下
畏
之
｡
故
至
賞
不
費
'
至
刑
不
濫
｡
孔
子
諌
少
正
卯
而
魯

国
之
邪
塞
'
子
産
諌
部
析
而
鄭
国
之
姦
禁
｡

聖
人
の
賞
罰
は
至
善
至
高
で
夜
け
れ
ば
怒
ら
覆
い
一
例
と
し
て
'
孔
子
課
少
正
卯

が
引
用
さ
れ
て
い
る
.
至
賞
は
　
(
ム
ダ
夜
費
用
を
)
費
さ
ず
'
至
刑
は
　
(
原
則
)
杏

濫
さ
ず
｡
孔
子
が
少
正
卯
を
課
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
魯
国
の
邪
が
塞
が
り
'
子
産
が

部
折
を
課
し
て
鄭
国
の
姦
が
禁
ぜ
ら
れ
た
t
　
と
｡

こ
こ
で
少
正
卯
問
題
を
追
求
す
る
前
に
'
右
文
で
併
行
し
て
引
き
合
い
に
出
さ
れ

て
い
る
'
邸
の
子
産
が
部
折
を
課
し
た
事
件
を
探
っ
て
み
よ
う
｡
許
憤
(
三
〇
1
1
′

二
四
)
は
右
の
『
准
南
子
』
の
文
に
次
の
よ
う
を
注
を
つ
け
て
い
る
.

少
正
官
'
卯
其
名
也
｡
魯
之
請
人
｡
孔
子
相
魯
七
日
'
諌
之
於
来
観
之
下
0

刑
不
濫
也
｡

部
析
'
論
弁
姦
人
之
雄
也
｡
子
産
課
之
'
故
姦
止
也
｡
伝
日
'
鄭
卿
遥
殺
節

析
'
而
用
其
竹
刑
｡
部
析
制
刑
書
之
竹
｡
鄭
国
用
不
以
人
廃
言
也
｡

て
ん

少
正
卯
は
'
少
正
が
官
職
名
'
卯
が
そ
の
名
で
あ
る
｡
魯
の
請
人
で
あ
る
｡
孔
千

は
魯
に
相
た
る
こ
と
七
円
め
に
卯
を
東
観
の
下
で
課
し
た
｡
刑
の
お
手
本
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
｡

子
産
課
部
折
の
事
件
を
一
瞥
す
る
と
'
『
左
伝
』
で
は
鄭
の
駒
歓
が
部
折
を
殺
し
た

(
5
)

こ
と
に
覆
っ
て
い
る
.
駆
歓
が
何
ら
か
の
罪
で
大
夫
部
折
を
殺
し
た
が
鄭
国
は
部
折

が
制
定
し
た
竹
刑
は
用
い
た
と
い
う
.

孔
穎
達
の
疏
に
よ
れ
ば
'
そ
の
経
緯
は
こ
う
で
あ
る
｡
.
由
六
年
に
子
産
は
刑
書
を

鼎
に
鋳
し
た
が
'
部
折
は
新
た
に
竹
刑
　
(
刑
法
を
竹
筒
に
書
し
た
の
で
こ
う
呼
ぶ
)

を
造
-
邸
の
旧
制
を
改
め
よ
う
と
し
た
｡
と
こ
ろ
が
そ
れ
は
君
命
を
受
け
た
も
の
で

(
6
)

は
を
-
私
造
し
た
も
の
で
あ
っ
た
｡
郡
折
が
殺
さ
れ
た
の
は
t
 
L
か
し
そ
の
こ
と
が

直
接
原
因
で
は
な
-
'
も
っ
と
具
体
的
に
子
産
と
の
間
に
刑
法
施
行
上
の
確
執
が
あ



っ
た
こ
と
に
よ
る
ら
し
い
こ
と
が
『
呂
氏
春
秋
･
離
謂
』
篇
に
み
え
る
.

鄭
国
多
相
解
以
書
者
｡
子
産
令
無
願
書
'
部
析
致
之
｡
子
産
令
無
致
書
'
節

析
倍
之
｡
令
無
窮
別
邸
析
鷹
之
亦
無
窮
夷
｡
是
可
不
可
無
排
也
｡
可
不
可
無
排
'

而
以
賞
罰
'
其
罰
愈
疾
'
其
乱
愈
疾
､
此
為
国
之
禁
也
｡
故
排
而
不
雷
理
則
偽
'

知
而
不
嘗
理
則
詐
'
詐
偽
之
民
'
先
王
之
所
課
也
｡
理
也
者
'
是
非
之
宗
也
0

(
中
　
略
)

子
慶
治
鄭
'
郡
析
務
難
之
｡
与
民
之
有
獄
者
約
'
大
獄
一
衣
'
小
獄
禰
袴
｡

民
之
献
衣
禰
袴
而
学
訟
者
'
不
可
勝
数
｡
以
非
為
是
'
以
是
為
非
'
是
非
無
度
'

而
可
与
不
可
日
変
'
所
欲
勝
因
勝
'
所
欲
罪
因
罪
｡
鄭
国
大
乱
'
民
口
語
簿
'

子
産
患
之
｡
干
是
執
部
析
而
戟
之
'
民
心
乃
服
'
是
非
乃
定
'
法
律
乃
行
｡
今

世
之
人
多
欲
治
其
国
而
英
之
沫
部
析
之
類
'
此
所
以
欲
治
而
愈
乱
也
｡

是
非
善
悪
の
判
断
を
別
に
す
れ
ば
'
こ
こ
に
措
か
れ
て
い
る
情
況
は
明
ら
か
に
旧

法
を
守
る
子
産
と
新
法
を
唱
え
る
郡
折
の
対
立
抗
争
で
あ
る
｡
子
産
の
治
政
に
対
し

こ
と
ご
と
に
難
-
せ
を
つ
け
る
部
折
｡
新
法
を
ふ
-
か
ざ
し
て
勝
手
に
是
非
を
願
倒

し
人
心
を
混
乱
さ
せ
る
郡
折
｡
業
を
煮
や
し
た
子
産
は
実
権
を
ふ
る
っ
て
郡
折
を
捕

え
処
刑
す
る
｡
そ
し
て
民
心
も
安
定
し
た
と
称
L
t
　
部
折
に
は
｢
論
弁
姦
人
｣
　
の
形

容
が
冠
せ
ら
れ
る
｡
お
き
ま
-
の
コ
ー
ス
で
あ
る
｡
だ
が
果
し
て
実
態
は
そ
の
通
-

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
.
も
し
事
態
が
逆
転
し
て
い
た
ら
ど
う
い
う
結
果
を
迎
え
'
ど

の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
｡
す
べ
て
想
像
の
域
を
出
な
い
が
'
部
折
は

殺
し
た
が
そ
の
刑
書
は
用
い
た
と
い
う
-
だ
-
は
多
-
の
疑
念
を
湧
出
さ
せ
て
十
分

で
あ
る
｡

少
正
卯
謀
殺
事
件
と
部
析
諌
殺
事
件
は
'
そ
の
事
情
が
酷
似
し
て
い
た
と
み
な
け

れ
ば
な
ら
覆
い
.
そ
の
意
味
で
部
析
事
件
も
徹
底
し
て
究
明
す
る
必
要
が
あ
る
が
'

い
ま
核
心
に
迫
っ
た
時
点
で
本
題
に
も
ど
ら
ね
ば
怒
ら
を
い
｡
少
正
卯
事
件
を
伝
え

●

る
劉
向
(
M
七
七
-
六
)
の
『
説
苑
･
指
武
』
に
移
ろ
う
.

孔
子
為
魯
司
窺
､
七
日
而
諌
少
正
卯
於
東
観
之
下
｡
門
人
聞
之
へ
　
趨
而
進
'

松
　
　
尾
　
　
幸
　
　
弘
　
〔
研
究
紀
要
　
第
二
九
巻
〕

至
者
不
言
其
意
'
皆
一
也
｡
子
貢
後
至
'
趨
而
進
日
'
夫
少
正
卯
者
'
魯
国
之

聞
人
夫
｡
夫
子
始
為
政
'
何
以
先
諌
之
｡
孔
子
日
'
賜
也
'
非
爾
所
及
也
｡
夫

王
者
之
諌
有
五
㌧
　
而
盗
霧
不
与
膏
｡
一
日
'
心
妨
而
険
｡
二
日
'
言
偽
而
弁
｡

三
日
'
行
群
而
堅
｡
四
日
､
志
愚
而
博
｡
五
日
'
順
非
而
揮
｡
此
五
老
骨
有
排

知
聡
達
之
名
'
而
非
其
真
也
｡
萄
行
以
偽
'
則
其
知
足
以
移
衆
'
強
足
以
独
立
｡

此
姦
人
之
雄
也
｡
不
可
不
課
｡
夫
有
五
者
之
二
　
則
不
免
於
殊
｡
今
少
正
卯
兼

之
'
是
以
先
殊
之
也
｡
昔
者
湯
諌
燭
休
'
太
公
課
藩
虻
､
管
仲
訣
史
附
里
'
子

産
諌
部
析
'
此
五
子
末
有
不
諌
也
｡
所
謂
殊
之
者
'
非
為
其
童
則
攻
盗
'
幕
刺

穿
寮
也
｡
皆
傾
覆
之
徒
也
｡
此
固
君
子
之
所
疑
'
患
者
之
所
感
也
｡
詩
云
'
憂

心
情
情
へ
　
怪
干
群
小
｡
此
之
謂
也
｡

孔
子
は
魯
の
司
蓮
と
覆
っ
て
七
日
目
に
少
正
卯
を
来
観
の
下
で
課
し
た
.
門
人
た

ち
は
そ
の
こ
と
を
聞
き
か
け
つ
け
て
き
た
が
誰
も
口
を
き
か
を
か
っ
た
｡
し
か
し
そ

の
思
い
は
一
つ
で
あ
る
.
子
責
が
あ
と
か
ら
や
っ
て
来
て
部
屋
に
は
い
る
と
尋
ね
た
｡

あ
の
少
正
卯
は
魯
国
の
有
名
人
で
す
｡
先
生
は
政
治
を
始
め
ら
れ
て
何
故
ま
っ
先
に

少
正
卯
を
沫
せ
ら
れ
た
の
で
す
か
｡
孔
子
は
答
え
て
言
う
｡
賜
(
子
貢
)
よ
お
前
の

知
っ
た
こ
と
で
は
覆
い
.
そ
も
そ
も
王
者
の
諌
　
(
の
理
由
)
　
に
は
五
種
あ
っ
て
盗
窃

は
与
か
ら
覆
い
.
一
つ
は
心
排
に
し
て
険
.
二
は
言
偽
に
し
て
弁
.
三
は
行
辞
に
し

て
堅
.
四
は
志
愚
に
し
て
博
｡
瓦
は
非
に
順
い
て
揮
｡
こ
の
五
着
に
は
妨
知
聡
達
の

名
は
つ
い
て
い
る
が
真
実
そ
う
な
の
で
は
を
い
.
苛
-
も
行
動
が
偽
で
あ
れ
ば
そ
の

知
は
衆
を
移
す
に
た
-
'
そ
の
強
さ
は
独
立
す
る
に
十
分
で
あ
る
｡
こ
れ
は
姦
人
の

雄
で
あ
る
.
課
し
覆
い
わ
け
に
い
か
な
い
の
だ
O
　
そ
も
そ
も
五
者
の
う
ち
一
つ
で
も

持
っ
て
い
る
も
の
は
課
を
免
れ
を
い
.
と
こ
ろ
が
少
正
卯
は
こ
れ
を
兼
ね
て
も
っ
て

い
た
.
だ
か
ら
先
ず
こ
れ
を
課
し
た
の
だ
.
昔
'
湯
玉
は
燭
休
を
課
し
'
太
公
は
播

牡
を
課
し
'
管
仲
は
史
附
里
を
課
し
'
子
産
は
部
折
を
課
し
た
｡
こ
れ
ら
五
子
は
蘇

せ
ら
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
を
い
｡
い
わ
ゆ
る
こ
れ
を
課
し
た
の
は
'
昼
に
は
攻
盗
'

碁
に
は
穿
寮
で
あ
っ
た
た
め
で
は
な
い
.
み
な
傾
覆
の
徒
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
.
こ

一
三
七
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れ
こ
そ
君
子
の
疑
う
と
こ
ろ
'
愚
者
の
惑
う
と
こ
ろ
で
あ
る
.
詩
に
も
云
っ
て
い
る
'

憂
心
情
情
と
し
て
群
小
に
怪
る
t
　
と
.
こ
れ
の
こ
と
を
謂
っ
て
い
る
の
だ
.

(
次
節
で
逐
1
の
箇
条
に
つ
い
て
論
ず
る
の
で
'
こ
こ
で
は
意
訳
し
て
概
要
を
述

べ
る
に
と
ど
め
る
｡
)

班
固
撰
『
漢
書
･
趨
声
韓
張
両
王
伝
』
の
中
に
'
王
尊
　
(
前
漢
末
の
人
'
生
卒
年

不
詳
)
　
が
少
正
卯
事
件
を
引
用
し
て
話
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
.

昔
孔
子
治
魯
'
七
日
殊
少
正
卯
'
-
-
0

同
じ
-
『
漢
書
･
楚
元
王
伝
』
の
次
の
文
に
'
鷹
助
　
(
後
漢
末
の
人
'
生
卒
年
不

罪
)
　
は
注
し
て
い
う
.

百
舌
明
聖
'
未
有
無
課
而
治
者
也
｡
故
舜
有
四
放
之
罰
'
而
孔
子
有
両
観
之

殊
'
然
後
聖
化
可
得
而
行
也
｡

1
3

鷹
助
日
'
少
正
卯
姦
人
之
雄
'
故
孔
子
摂
司
窺
七
日
'
殊
之
於
両
観
之
下
0

更
に
『
後
漢
書
･
党
鍋
列
伝
』
に
も
'
李
膚
(
二
〇
-
一
六
九
)
が
そ
の
歴
史
的

事
実
を
肯
定
し
た
記
述
が
あ
る
｡

(
李
)
贋
封
日
'
昔
晋
文
公
執
衛
成
公
帰
干
京
師
へ
　
春
秋
是
蔦
｡
礼
云
'
公

族
有
罪
､
離
日
宥
之
'
有
司
執
憲
不
従
｡
昔
仲
尼
為
魯
司
遥
'
七
日
而
殊
少
正

P
O

n
ク

こ
れ
ら
と
時
期
的
に
若
干
前
後
す
る
が
'
王
充
　
(
二
七
-
九
一
)
の
　
『
論
衡
･
講

瑞
』
篇
お
よ
び
『
定
賢
』
篇
に
覆
る
と
そ
の
描
写
は
も
っ
と
-
ア
ル
で
あ
る
｡

少
正
卯
在
魯
与
孔
子
井
｡
孔
子
之
門
'
三
盈
三
虚
､
唯
顔
淵
不
去
'
顔
淵
独

知
孔
子
聖
也
｡
夫
門
人
去
孔
子
'
帰
少
正
卯
'
不
徒
不
能
知
孔
子
之
聖
'
又
不

能
知
少
正
卯
　
(
之
侯
)
｡
門
人
皆
惑
'
子
貫
目
'
夫
少
正
卯
'
魯
之
閑
人
也
｡

子
為
政
､
何
以
先
之
｡
孔
子
日
'
賜
退
'
非
爾
所
及
'
夫
才
能
知
倭
君
子
寅
～

尚
不
能
知
聖
｡
世
儒
見
聖
'
白
謂
能
知
之
'
妄
也
｡
(
講
瑞
)

言
不
務
多
'
務
審
所
謂
｡
行
不
務
遠
'
務
審
所
由
｡
言
得
道
理
之
心
'
口
離

一
三
八

駒
不
蹄
､
蹄
在
胸
臆
之
内
夷
｡
故
人
欲
心
蹄
､
不
欲
口
耕
｡
心
蹄
則
言
醜
而
不

達
'
口
碑
別
辞
好
而
無
成
｡
孔
子
称
少
正
卯
之
悪
日
'
言
非
而
博
'
順
非
而
揮
｡

内
非
而
外
以
才
能
飾
之
'
衆
不
能
見
'
則
以
為
賢
｡
夫
内
非
外
飾
是
'
世
以
為

賢
'
則
夫
内
是
外
無
以
自
表
者
'
衆
亦
以
為
不
肖
｡
(
定
賢
)

当
時
'
魯
の
教
育
界
に
あ
っ
て
少
正
卯
は
孔
子
と
並
び
称
せ
ら
れ
て
い
た
.
た
め

に
孔
子
の
門
は
｢
三
盈
三
虚
｣
す
る
有
様
で
'
高
弟
第
1
の
顔
淵
の
み
が
師
の
も
と

を
去
ら
夜
か
っ
た
｡
孔
子
の
聖
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
.
門
人
た
ち
が
孔
子
を

捨
て
て
少
正
卯
に
帰
し
た
こ
と
は
'
彼
ら
が
孔
子
の
聖
を
知
ら
を
か
っ
た
ば
か
り
で

を
-
'
少
正
卯
の
倭
を
も
知
ら
を
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
.
子
貢
の
よ
う
を
高

弟
さ
え
'
侯
は
分
か
っ
て
も
聖
は
分
ら
夜
か
っ
た
の
だ
｡
Ⅰ
と
王
充
は
聖
を
知
る

こ
と
の
難
か
し
さ
を
説
-
中
で
'
少
正
卯
を
倭
人
と
き
め
つ
け
て
い
る
.
し
か
し
そ

の
主
張
と
は
裏
腹
に
'
少
正
卯
が
｢
魯
の
閑
人
｣
で
あ
-
'
孔
子
の
よ
き
ラ
イ
バ
ル

的
存
在
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
｢
三
盈
三
虚
｣
の
表
現
を
ど
か
ら
窺
わ
れ
る
の
で

あ
る
｡

魂
の
王
粛
二
九
五
-
二
五
六
)
　
の
『
孔
子
家
語
･
始
課
』
篇
で
は
殊
少
正
卯
事
件

を
次
の
よ
う
に
伝
え
る
｡

孔
子
為
魯
司
完
'
掻
行
相
事
'
有
喜
色
｡
仲
由
関
目
'

福
至
不
審
｡
今
夫
子
得
位
而
書
'
何
也
｡
孔
子
日
'
然
'

以
貴
下
人
平
｡
於
是
朝
政
七
日
而
殊
乱
政
大
夫
少
正
卯
t

P
於
朝
三
日
｡
子
貢
進
日
'
夫
少
正
卯
'
魯
之
聞
入
也
｡

聞
君
子
禍
至
不
健
'

有
是
言
也
｡
不
日
楽

戟
之
千
両
観
之
下
'

今
夫
子
為
政
而
始
諌

之
｡
或
者
為
失
平
｡
孔
子
日
'
居
'
吾
語
汝
以
其
故
｡
天
下
有
大
悪
者
五
'
而

病
盗
不
与
葛
｡
一
日
'
心
逆
而
険
｡
二
日
'
行
僻
而
堅
｡
三
日
'
言
偽
而
弁
｡

四
日
'
記
醜
而
博
｡
五
日
'
順
非
而
揮
｡
此
五
者
有
一
於
人
'
則
不
免
君
子
之

諌
'
而
少
正
卯
皆
兼
有
之
.
其
居
鹿
足
以
撮
徒
成
覚
.
其
談
説
足
以
飾
褒
芙
衆
.

其
強
禁
足
以
反
是
独
立
.
此
乃
人
之
姦
雄
者
也
.
不
可
以
不
除
.
夫
股
湯
課
声

潜
'
文
王
殊
播
正
'
周
公
課
管
察
'
太
公
課
華
士
へ
管
仲
課
付
乙
'
子
産
課
史



何
｡
是
此
七
子
骨
異
世
而
同
課
者
'
以
七
子
異
世
而
同
窓
故
､
不
可
赦
也
｡
詩

云
'
憂
心
情
惰
'
悦
子
群
小
｡
小
人
成
群
'
斯
足
憂
夷
｡●

魂
･
晋
人
の
偽
託
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
が
'
声
文
(
讐
一
五
〇
-
二
八
五
)
の

『
声
文
子
･
大
道
下
』
篇
の
記
録
は
左
の
通
-
で
あ
る
.

孔
丘
撮
魯
相
'
七
日
而
課
少
正
卯
｡
門
人
進
間
日
'
夫
少
正
卯
'
魯
之
聞
入

也
｡
夫
子
為
政
而
先
諌
'
得
無
失
平
｡
孔
子
日
'
居
'
吾
語
汝
其
故
｡
人
有
悪

者
五
㌧
　
而
窺
盗
姦
私
不
与
蔦
｡
一
日
'
心
逮
而
険
｡
二
日
'
行
僻
而
堅
｡
三
日
'

言
偽
而
弁
｡
四
日
'
彊
記
而
博
｡
五
日
'
順
非
而
揮
｡
此
五
着
有
一
於
人
'
刺

不
免
君
子
之
課
｡
而
少
正
卯
兼
有
之
｡
故
居
鹿
足
以
衆
徒
成
群
'
言
語
足
以
飾

邪
焚
衆
'
彊
記
足
以
反
是
独
立
｡
此
小
人
雄
柴
也
｡
不
可
不
凍
也
｡
是
以
湯
諌

ダ
譜
'
文
王
課
清
正
'
太
公
課
撃
士
'
管
仲
課
付
里
乙
'
子
産
深
部
析
史
付
.

此
六
子
者
'
異
世
而
同
心
'
不
可
不
殊
也
｡
詩
日
'
憂
心
情
惰
'
悦
子
群
小
0

斯
足
長
也
｡

北
斉
の
劉
昼
(
五
一
二
1
五
六
九
)
　
の
『
劉
子
･
心
隠
』
篇
も
ほ
ぼ
王
充
の
そ
れ
と

同
内
容
の
史
実
を
伝
え
る
｡

少
正
卯
在
魯
与
孔
子
同
時
｡
孔
子
門
人
三
盈
三
虚
｡
唯
顔
淵
不
去
'
独
知
壁

人
之
徳
也
｡
夫
門
人
去
仲
尼
而
阪
少
正
卯
'
非
不
知
仲
尼
之
聖
'
亦
不
知
少
正

卯
之
侯
｡
子
責
日
'
少
正
卯
'
魯
之
閑
人
也
｡
夫
子
為
政
何
以
先
　
(
蘇
)
　
之
｡

子
日
'
賜
也
非
爾
所
及
也
｡
夫
少
正
卯
'
心
逆
而
険
'
行
騨
而
堅
'
言
偽
而
蹄
'

詞
郡
而
博
'
服
非
而
揮
｡
有
此
五
而
為
乱
｡
聖
人
以
子
責
之
明
而
不
能
見
'
知

人
之
難
也
｡
以
是
観
之
'
侯
与
賢
相
類
'
詐
与
信
相
似
'
蹄
与
知
相
乱
'
愚
与

直
相
像
.
若
葬
!
尼
之
乱
入
'
参
蛇
床
之
似
顔
蕪
也
.

王
充
と
劉
昼
は
と
も
に
孔
子
-
聖
徳
に
対
し
'
少
正
卯
=
便
意
を
し
き
-
に
説
い

て
い
る
.
そ
し
て
そ
の
両
者
が
極
め
て
見
わ
け
に
-
い
こ
と
も
同
時
に
述
べ
て
い
る
.

王
充
は
'
孔
子
の
多
-
の
門
弟
は
お
ろ
か
子
責
で
さ
え
も
そ
の
判
別
が
出
来
を
か
っ

た
と
い
い
'
(
漢
)
時
の
学
者
が
聖
を
見
て
分
か
っ
た
な
ど
と
い
う
の
は
で
た
ら
め
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だ
と
毒
づ
い
て
い
る
.
劉
昼
も
両
者
の
み
わ
け
難
い
こ
と
'
恰
か
も
葬
薦
(
に
が
を
)

が
人
を
惑
乱
さ
せ
'
参
蛇
床
が
摩
蕪
(
香
草
)
　
に
酷
似
し
て
い
る
よ
う
を
も
の
だ
と

い
う
.
と
こ
ろ
が
残
念
を
が
ら
王
劉
両
人
と
も
'
孔
子
が
聖
人
で
あ
る
所
以
は
さ
て

お
い
て
も
'
少
正
卯
が
倭
人
で
あ
っ
た
と
い
う
具
体
的
を
事
実
を
一
切
記
述
し
て
い

を
い
.
そ
こ
に
あ
る
の
は
理
屈
抜
き
の
､
両
者
の
正
邪
を
頭
か
ら
決
め
て
か
か
っ
た

判
断
の
み
で
あ
る
.
従
っ
て
劉
昼
が
は
か
ら
ず
も
'
侯
i
)
賢
と
は
相
類
L
t
詐
と
信

と
は
相
似
た
-
'
蹄
と
知
と
相
乱
し
'
愚
と
直
と
相
像
た
り
t
　
と
述
べ
て
い
る
よ
う

に
'
両
者
の
是
非
曲
直
の
差
は
紙
一
重
の
'
ま
か
-
間
違
え
ば
ど
ち
ら
に
ど
う
範
ん

で
い
た
か
わ
か
ら
ぬ
ほ
ど
の
判
断
の
微
妙
を
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
.
少
を
-
と
も
'

結
果
論
と
し
て
も
'
そ
の
判
定
は
極
め
て
主
観
的
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言

え
そ
う
で
あ
る
｡

殊
少
正
卯
事
件
を
伝
え
る
叙
上
の
記
録
の
原
典
と
日
さ
れ
る
の
が
萄
子
(
讐
南

○
-
二
四
五
)
　
の
　
『
苛
子
･
宥
坐
』
　
篇
で
あ
る
.
以
下
に
そ
の
-
だ
-
を
掲
げ
､

個
々
の
問
題
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
.

孔
子
為
魯
掻
相
'
朝
七
日
而
謙
少
正
卯
｡
門
人
進
問
日
'
夫
少
正
卯
､
魯
之

閑
人
也
｡
夫
子
為
政
而
始
諌
之
'
得
無
失
平
｡
孔
子
日
'
居
'
吾
語
女
其
故
0

人
有
患
者
五
'
而
盗
病
不
与
葛
｡
一
日
'
心
達
而
険
｡
二
日
'
行
辞
而
堅
｡
三

日
'
言
偽
而
耕
｡
四
日
'
記
醜
而
博
｡
五
日
'
順
非
而
揮
｡
此
五
着
､
有
一
千

人
'
則
不
得
免
干
君
子
之
課
'
而
少
正
卯
兼
有
之
｡
故
居
鹿
足
以
衆
徒
成
群
'

言
談
足
以
飾
邪
膏
衆
'
強
足
以
反
是
独
立
'
此
小
人
之
柴
雄
也
｡
不
可
不
課
也
｡

是
以
湯
殊
野
譜
'
文
王
殊
播
止
'
周
公
課
管
叔
'
太
公
課
華
仕
'
管
仲
課
付
盟

乙
'
子
産
深
部
析
史
付
'
此
七
子
者
'
皆
異
世
同
心
'
不
可
不
殊
也
｡
詩
日
'

憂
心
情
怜
'
怪
干
群
小
｡
小
人
成
群
'
斯
足
憂
夷
｡

一
三
九
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｢
孔
子
魯
の
掻
相
と
を
-
'
朝
す
る
こ
と
七
日
に
し
て
少
正
卯
を
課
す
｡
｣
問
題
の

一
文
で
あ
る
が
'
ま
ず
前
節
の
諸
記
録
と
見
較
べ
る
と
若
干
の
異
同
が
目
に
つ
-
0

一
つ
は
孔
子
が
魯
の
司
遠
で
あ
っ
た
と
き
か
か
る
仕
業
が
あ
っ
た
と
す
る
も
の
　
(
韓

嬰
'
劉
向
を
ど
)
.
ま
た
｢
朝
す
る
こ
と
七
日
｣
の
文
が
夜
い
も
の
　
(
司
馬
遷
'
劉
安

を
ど
)
.
｢
東
観
の
下
｣
と
い
う
場
所
を
明
記
し
た
も
の
(
劉
向
･
許
憤
怒
ど
)
｡
と
-

ま
と
め
て
い
え
ば
'
｢
孔
子
は
魯
の
司
窺
と
を
-
､
宰
相
代
行
を
兼
任
す
る
よ
う
に

覆
っ
た
と
き
'
執
政
す
る
こ
と
七
日
目
に
'
少
正
卯
を
東
観
の
下
で
課
し
た
｣
.
と

覆
る
｡
こ
れ
を
冒
頭
と
す
る
以
下
の
文
章
が
'
後
世
'
孔
子
を
無
み
す
る
も
の
の
偽

造
で
あ
る
と
す
る
説
は
'
以
下
の
文
章
が
一
面
あ
ま
り
に
も
-
ア
ル
す
ぎ
て
肯
け
覆

い
.
こ
れ
ほ
ど
整
合
性
の
あ
る
文
章
を
虚
構
す
る
に
は
超
人
的
を
頭
脳
が
要
請
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
｡
し
か
も
ほ
と
ん
ど
の
記
録
が
示
す
通
-
へ
　
そ
の
内
容
は
決
し
て
ア
ン

チ
孔
子
で
は
を
-
 
'
む
し
ろ
孔
子
の
行
為
の
正
当
性
を
擁
護
し
賛
美
し
て
お
手
本
に

し
ょ
う
と
い
う
姿
勢
の
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
.
そ
し
て
か
え
す
刀
で
少
正
卯
を
極

悪
人
に
仕
立
て
あ
げ
て
い
る
｡
少
正
卯
に
｢
大
夫
･
乱
政
者
｣
と
い
う
修
飾
語
が
付

加
さ
れ
て
い
る
の
も
意
味
深
長
で
あ
る
.

さ
て
'
こ
の
間
'
孔
子
は
得
意
の
絶
頂
期
に
あ
-
'
平
生
の
め
ぐ
ま
れ
を
か
っ
た

反
動
も
加
わ
っ
て
か
'
日
頃
の
抱
負
を
実
現
す
べ
-
ひ
た
す
ら
治
政
に
励
み
'
且
つ

か
怒
り
の
治
績
を
あ
げ
た
ら
し
い
こ
と
も
う
か
が
え
る
.
は
し
ゃ
ぎ
す
ぎ
を
詰
問
さ

れ
て
'
其
の
貴
を
以
て
人
に
下
る
を
楽
し
む
と
答
え
た
あ
た
-
'
孔
子
の
老
槍
を
一

面
を
覗
か
せ
て
い
る
が
'
多
分
に
そ
の
権
力
の
座
を
利
用
し
て
の
課
少
正
卯
事
件
は
'

歴
史
的
に
み
て
'
子
貢
の
懸
念
通
-
ま
さ
し
-
｢
失
L
態
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い

&

M

ォ

C

め

ヽ
t.

刀

門
人
進
み
て
問
う
て
日
-
'
夫
の
少
正
卯
は
魯
の
聞
入
を
-
｡
夫
子
政
を
為
し
て

始
め
に
之
を
課
す
'
失
無
き
を
得
ん
か
t
　
と
｡
か
け
つ
け
た
門
人
た
ち
の
中
で
子
貢

が
代
表
し
て
右
の
質
問
を
し
た
｡
(
孔
門
の
高
弟
の
中
で
こ
の
子
貢
や
仲
由
あ
る
い

は
再
有
ら
は
そ
の
師
弟
関
係
･
交
友
･
仕
事
関
係
を
改
め
て
洗
い
直
し
て
み
を
け
れ

1
四
〇

ば
覆
ら
ぬ
時
期
に
来
て
い
る
と
思
う
が
ま
た
の
機
会
を
ま
ち
た
い
.
)
　
と
も
か
-
そ

の
子
貢
が
い
う
に
は
'
少
正
卯
は
魯
の
有
名
人
で
あ
る
'
そ
れ
を
み
せ
し
め
の
よ
う

に
ま
っ
さ
き
に
槍
玉
に
あ
げ
た
の
は
や
り
す
ぎ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
t
　
と
?
先
に
'

『
論
衡
』
 
『
劉
子
』
で
見
た
通
-
'
少
正
卯
は
時
に
孔
子
と
並
ぶ
魯
の
有
名
人
で
あ
り
､

多
-
の
門
弟
が
そ
の
下
に
集
ま
-
た
め
に
孔
子
の
門
が
ガ
ラ
ガ
ラ
に
を
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
で
あ
っ
た
｡
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
孔
子
が
敵
憶
心
を
燃
や
し
た
と
は
断
じ
が

た
い
が
'
少
を
-
と
も
お
互
い
対
抗
意
識
は
持
っ
て
い
た
で
あ
ケ
つ
.
そ
し
て
そ
れ

が
ぬ
き
さ
し
覆
ら
ぬ
対
立
激
化
の
一
側
面
を
荷
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
-

覆
い
.
も
う
一
つ
見
落
し
て
は
覆
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
.
そ
れ
は
孔
子
の
'
覆
い
し

後
世
の
評
価
は
ど
う
あ
れ
'
当
時
に
お
い
て
少
正
卯
は
社
会
的
に
多
-
の
人
々
に
よ

っ
て
認
め
ら
れ
支
持
さ
れ
た
人
物
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
｡
情
況
を
そ
の
よ
う
に
み
る

こ
と
は
'
一
方
的
を
見
解
つ
ま
-
少
正
卯
=
邪
悪
と
決
め
つ
け
る
見
解
を
一
定
程
度

緩
和
す
る
効
果
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
｡

当
惑
顔
の
子
貢
を
前
に
'
し
か
し
孔
子
は
平
然
と
し
て
答
え
る
｡
ま
あ
そ
こ
へ
坐

れ
'
ひ
と
つ
お
前
に
そ
の
わ
け
を
聞
か
せ
て
や
ろ
う
｡
｢
過
れ
'
お
前
な
ぞ
の
知
っ

た
こ
と
で
は
覆
い
.
L
と
威
丈
高
に
答
え
た
記
録
も
あ
る
　
(
劉
昼
･
王
充
)
.
お
よ
そ

王
者
に
諌
せ
ら
れ
る
対
象
と
し
て
五
感
が
あ
る
.
-
　
而
し
て
盗
窃
は
与
か
ら
ず
ー

そ
の
五
恵
に
は
盗
み
こ
そ
泥
の
類
は
関
係
を
い
t
　
と
は
少
正
卯
を
課
し
た
理
由
を
あ

げ
る
に
さ
き
だ
ち
た
だ
し
書
き
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
.
ま
ず
こ
の
間
題
に
つ
い
て

考
察
す
る
｡

『
論
語
･
子
路
』
篇
に
有
名
を
直
窮
の
話
が
あ
る
｡

葉
公
語
孔
子
日
'
吾
窯
有
直
窮
者
｡
其
父
援
軍
'
而
子
詮
之
｡
孔
子
日
'
杏

寛
之
直
者
'
異
於
是
｡
父
為
子
隠
'
子
為
父
隠
｡
直
在
其
中
央
｡

む
ら

葉
公
が
孔
子
に
語
っ
た
.
わ
し
の
郷
薫
に
は
正
直
者
の
窮
と
い
う
の
か
お
っ
て
の
｡

父
親
が
他
家
か
ら
迷
い
込
ん
で
き
た
羊
を
ね
こ
ば
ば
し
た
の
を
窮
は
役
所
に
訴
え
で

よ
っ
た
.
孔
子
は
答
え
て
い
う
.
わ
し
の
む
ら
の
正
直
者
と
い
う
の
は
そ
㌣
い
う
も



の
で
は
覆
い
.
父
は
子
の
為
に
隠
し
'
子
は
父
の
為
に
隠
す
.
正
直
と
は
そ
の
中
に

こ
そ
あ
る
の
だ
｡

ぬ
す

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
二
つ
の
考
え
方
が
典
型
的
に
示
さ
れ
て
い
る
｡
羊
を
撰
む

と
い
う
行
為
を
社
会
的
基
盤
の
上
に
立
っ
て
犯
罪
と
し
て
認
め
'
肉
親
感
情
を
振
り

切
っ
て
訴
え
出
よ
う
と
す
る
立
場
と
'
肉
親
の
情
愛
に
引
摺
ら
れ
て
か
ば
い
合
う
の

を
む
し
ろ
是
認
す
る
立
場
で
あ
る
O
r
後
者
の
'
〟
人
間
感
情
″
　
に
発
想
の
ポ
イ
ン
ト

を
置
き
'
〟
仁
徳
″
　
を
重
視
す
る
立
場
こ
そ
'
孔
子
を
頂
点
と
す
る
儒
家
思
想
の
特

徴
で
あ
っ
た
｡
ま
さ
に
こ
の
観
点
に
立
つ
が
故
に
'
孔
子
に
は
少
正
卯
処
刑
の
理
由

を
あ
げ
る
に
さ
き
だ
ち
'
そ
の
罪
状
に
は
盗
窃
は
関
係
を
い
､
｢
而
盗
窃
不
与
蔦
L
 
t

と
断
ら
ね
ば
覆
ら
ぬ
必
然
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡
孔
子
に
と
っ
て
は
そ
の
人
間
が

君
主
に
忠
誠
を
尽
す
か
ど
う
か
'
社
会
体
制
に
忠
実
か
ど
う
か
こ
そ
が
判
断
に
関
わ

る
重
大
事
で
あ
っ
て
'
穿
寮
攻
盗
の
類
は
も
の
の
数
に
は
い
ら
を
か
っ
た
の
で
あ
る
｡

以
上
の
よ
う
に
考
え
て
い
-
と
次
に
掲
げ
ら
れ
た
少
正
卯
の
罪
状
も
'
あ
れ
こ
れ

(
8
)

牽
強
付
会
す
る
必
要
も
を
-
率
直
に
解
釈
で
き
そ
う
で
あ
る
｡

二
　
心
達
而
険
　
(
心
逆
而
険
'
心
妨
而
険
な
ど
と
も
)

二
'
行
騨
而
堅

三
､
言
偽
而
塀

四
'
記
醜
而
博
　
(
忘
恩
而
博
'
詞
郡
而
博
を
ど
と
も
)

五
'
順
非
而
揮

い
ま
唐
の
楊
掠
注
に
従
っ
て
各
項
目
を
解
釈
す
る
.

心
通
達
於
事
而
凶
険
也
t
　
と
注
釈
す
る
.
す
な
わ
ち
心

一
項
に
つ
い
て
楊
保
は
'
謂

(
思
想
)
　
が
古
今
の
も
の
ご

と
に
広
-
通
達
し
て
い
て
し
か
し
凶
険
で
あ
る
｡
二
の
群
は
僻
'
つ
ま
-
片
寄
っ
て

い
る
こ
と
.
行
動
が
偏
向
し
て
い
て
し
か
も
堅
固
を
こ
と
.
三
㌧
　
言
葉
に
偽
-
が
あ

っ
て
し
か
し
弁
が
立
つ
こ
と
｡
四
'
醜
謂
怪
異
之
事
'
す
を
わ
ち
怪
異
の
事
を
知
っ

て
い
て
し
か
も
博
識
を
こ
と
｡
五
'
非
に
順
っ
て
揮
'
揮
読
為
樺
'
謂
順
其
非
而
渇

之
解
稗
'
つ
ま
-
非
道
に
従
っ
て
お
-
夜
が
ら
こ
れ
を
い
ろ
い
ろ
に
解
釈
し
て
み
せ

松
　
　
尾
　
　
善
　
　
弘
　
〔
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要
　
第
二
九
巻
〕

る
力
量
に
秀
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
ら
し
い
.

し
て
み
る
と
こ
れ
ら
は
す
べ
て
通
常
の
犯
罪
者
の
罪
科
で
は
を
-
'
明
ら
か
に
反

体
制
者
'
思
想
犯
を
裁
-
罪
状
そ
の
も
の
で
あ
る
｡
少
正
卯
は
決
し
て
巷
の
強
盗
殺

人
犯
の
類
で
は
を
-
'
い
わ
ば
反
体
制
(
革
新
派
)
　
グ
ル
ー
プ
の
指
導
者
的
存
在
だ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
｡
少
正
卯
が
法
家
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
に
わ
か
に

(
9
)

判
じ
が
た
い
け
れ
ど
も
'
思
想
的
･
政
治
路
線
上
で
儒
家
に
対
抗
す
る
･
1
.
派
で
あ
っ

た
こ
と
は
間
違
い
覆
い
.
そ
う
い
う
人
物
を
処
罰
す
る
基
準
が
極
め
て
窓
意
的
夜
も

の
に
怒
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
は
考
え
て
み
る
と
理
の
当
然
で
も
あ
る
.
五
項
目
の
う

ち
ど
の
一
つ
で
裁
決
し
て
も
'
ト
ー
タ
ル
で
裁
決
し
て
も
罪
を
被
せ
ら
れ
る
人
間
徳

い
ず
れ
罪
を
被
せ
ら
れ
る
.
そ
し
て
最
終
的
を
判
決
は
要
す
る
に
権
力
を
握
っ
て
い

る
も
の
の
匙
か
げ
ん
如
何
に
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
.

『
礼
記
･
王
制
』
　
第
に
大
司
完
が
王
の
認
可
を
得
て
刑
の
判
決
を
下
す
規
準
に
つ

い
て
述
べ
た
文
が
あ
る
.

ヽ

ヽ

ヽ

析
言
破
律
'
乱
名
改
作
'
執
左
道
以
乱
政
'
殺
｡
作
淫
声
異
服
､
奇
抜
奇
器
､

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

　

ヽ

　

,

,

　

　

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

,

　

　

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

(

S

)

以
疑
衆
､
殺
｡
行
偽
而
堅
'
言
偽
而
蹄
'
学
非
而
博
'
順
非
而
揮
'
以
疑
衆
'

殺
｡
恨
於
鬼
神
'
時
日
-
笠
'
以
疑
衆
'
殺
｡
(
傍
点
筆
者
)

三
つ
の
箇
条
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
少
正
卯
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

各
条
と
も
最
後
が
'
以
乱
政
'
殺
.
以
疑
衆
'
殺
｡
と
結
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
る
｡
そ
れ
ぞ
れ
の
罪
科
が
実
効
を
持
つ
の
は
'
結
局
'
そ
の
者
ど

も
が
最
終
的
に
政
局
を
乱
し
た
-
大
衆
を
惑
わ
し
た
と
き
で
あ
る
｡
少
正
卯
に
は
そ

の
規
準
が
ぴ
っ
た
-
当
て
は
ま
っ
た
の
で
あ
る
.
大
司
遠
の
を
す
べ
き
こ
と
は
唯
7

つ
で
あ
る
｡
殺
｡

三

少
正
卯
を
処
刑
し
た
理
由
と
し
て
孔
子
が
あ
げ
た
五
項
目
の
罪
状
は
'
実
際
の
運

1
四
1
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用
は
ど
の
よ
う
に
も
解
釈
で
き
る
窓
意
性
の
強
い
代
物
で
'
一
種
の
タ
テ
マ
エ
に
チ

ぎ
を
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
.
推
察
す
る
と
こ
ろ
少
正
卯
が
処
刑
さ
れ
た
真
因
は
'
彼

が
卓
抜
し
た
能
力
を
駆
使
し
て
現
実
に
大
衆
暴
動
の
扇
動
者
の
役
を
買
っ
て
出
た
せ

い
で
は
あ
る
ま
い
か
.
少
を
-
と
も
孔
子
の
目
に
は
'
体
制
側
の
自
己
の
思
想
信
条

に
敵
対
す
る
反
体
制
思
想
の
危
険
人
物
と
し
て
映
っ
て
い
た
に
相
違
を
い
.
前
節
の

『
萄
子
･
宥
坐
』
篇
の
後
半
の
文
章
か
ら
そ
の
真
相
を
探
ろ
う
｡

｢
そ
も
そ
も
王
者
の
殊
を
う
け
て
然
る
べ
き
人
間
の
罪
状
に
五
箇
条
が
あ
る
｡
そ

の
う
ち
の
一
箇
条
で
も
有
す
れ
ば
君
子
の
課
を
免
れ
覆
い
の
で
あ
る
.
然
る
に
少
正

卯
は
こ
れ
ら
を
兼
ね
て
有
し
て
い
た
.
｣
　
裏
返
し
て
い
え
ば
'
い
や
額
面
通
-
う
け

と
っ
て
も
'
少
正
卯
は
か
を
-
優
秀
を
人
物
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
｢
故
に

ま
ど

居
虞
は
以
て
徒
を
衆
め
て
群
を
成
す
に
足
-
'
言
語
は
以
て
邪
を
飾
-
衆
を
営
わ
す

(

3

)

,

ヽ

に
足
-
'
強
は
是
に
反
し
て
独
立
す
る
に
足
る
｡
此
れ
小
人
の
柴
雄
な
り
｡
課
せ
ざ

ヽ
ヽ

る
べ
か
ら
ざ
る
覆
り
.
｣
　
小
人
と
い
う
形
容
語
に
孔
子
の
精
一
杯
の
否
定
的
判
断
が

盛
-
込
ま
れ
て
い
る
感
じ
が
す
る
.
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
一
節
で
あ
げ
た
各
文
献
か

ヽ
ヽ

ら
こ
の
部
分
を
拾
い
出
し
て
み
る
と
'
ま
ず
『
声
文
子
』
で
｢
此
小
人
堆
朱
也
｣
と

ヽ
ヽ

覆
っ
て
い
る
ほ
か
'
『
説
苑
』
　
で
は
　
｢
此
姦
人
之
雄
也
｣
　
と
あ
-
'
『
家
語
』
で
は

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

｢
此
乃
人
之
姦
雄
者
也
｣
　
と
覆
り
'
許
慎
'
司
馬
遷
'
王
充
に
な
る
と
｢
魯
之
番
人
｣

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

｢
乱
政
者
｣
｢
倭
人
｣
と
き
め
つ
け
ら
れ
'
悪
人
と
し
て
の
印
象
づ
け
も
次
第
に
エ
ス

カ
レ
ー
ト
し
て
-
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
｡

少
正
卯
が
大
衆
暴
動
の
首
謀
者
で
あ
っ
た
と
い
う
確
か
を
記
録
は
覆
い
が
'
孔
チ

の
い
う
と
こ
ろ
を
文
字
通
-
に
解
釈
す
れ
ば
'
群
衆
を
集
め
て
ア
ジ
演
説
-
ら
い
は

行
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
.
孔
子
は
多
分
'
そ
れ
を
芽
の
う
ち
に
摘
み
と
っ
た
.
小
人

之
柴
雄
　
(
指
導
者
)
　
は
不
可
不
諌
　
(
消
さ
ね
ば
覆
ら
ぬ
)
.

小
人
の
柴
雄
だ
か
ら
直
ち
に
処
罰
と
い
う
の
は
甚
し
い
論
理
の
飛
躍
で
あ
る
が
'

現
実
に
お
い
て
は
も
っ
と
き
び
し
い
事
態
だ
っ
た
筈
で
あ
る
.
孔
子
は
上
に
み
て
き

た
よ
う
を
説
明
で
は
子
責
ら
の
納
得
を
得
ら
れ
を
い
と
思
っ
た
の
か
'
更
に
二
つ
の

一
四
二

弁
解
を
試
み
て
い
る
.
1
つ
は
先
聖
た
ち
に
同
様
の
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て

自
己
の
行
為
を
正
当
づ
け
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
-
'
二
つ
め
は
詩
経
の
お
墨
付
を

か
か
げ
て
弁
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
｡

前
者
か
ら
み
て
い
こ
う
0
　
｢
股
の
湯
王
は
声
譜
を
課
し
'
周
の
文
王
は
播
止
を
課

し
'
周
公
は
管
叔
を
課
し
'
太
公
(
望
･
呂
尚
)
は
聾
仕
を
課
し
'
管
仲
は
付
里
乙
を

課
し
'
子
産
は
部
析
･
史
付
を
課
し
た
｡
こ
の
諌
せ
ら
れ
た
七
人
の
も
の
は
'
み
夜

世
を
異
に
す
る
が
心
が
同
じ
で
課
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
｡
｣
さ
て
以

上
の
例
の
う
ち
で
声
譜
･
播
止
･
付
里
乙
･
史
付
の
事
績
は
詳
ら
か
で
覆
い
.
子
産

が
郡
折
を
課
し
た
事
件
に
つ
い
て
は
1
節
で
触
れ
た
.
残
り
の
'
大
公
が
華
仕
を
課

し
た
事
件
に
つ
い
て
は
幸
い
に
確
実
を
記
録
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
播
い
て
み
よ
う
.

そ
の
伝
記
は
『
韓
非
子
･
外
儲
説
』
に
あ
る
｡

太
公
望
束
封
於
斉
'
斉
束
海
上
有
居
士
日
狂
蕎
･
華
士
'
昆
弟
二
人
者
立
読

日
'
吾
不
臣
天
子
'
不
友
諸
侯
'
耕
作
而
食
之
'
掘
井
而
飲
之
'
書
無
求
於
人

也
｡
無
上
之
名
'
無
君
之
線
'
不
事
仕
而
事
カ
｡
太
公
望
至
於
営
丘
'
使
吏
執

殺
之
以
為
首
課
｡
周
公
旦
従
魯
聞
之
'
発
急
侍
而
間
之
日
'
夫
二
子
'
賢
者
也
｡

今
日
饗
国
而
殺
賢
者
'
何
也
｡
太
公
望
日
'
是
昆
弟
二
人
立
議
日
'
吾
不
臣
天

子
'
不
友
諸
侯
'
耕
作
而
食
之
'
掘
井
而
飲
之
'
吾
無
求
於
人
也
'
無
上
之
名
'

無
君
之
緑
'
不
事
仕
而
事
カ
｡
彼
不
臣
天
子
者
'
是
望
不
得
而
臣
也
｡
不
友
請

侯
者
'
是
望
不
得
而
使
也
｡
耕
作
而
食
之
'
掘
井
而
飲
之
､
無
求
於
人
者
'
是

望
不
得
以
賞
罰
勘
禁
也
｡
且
無
上
名
'
錐
知
'
不
為
望
用
｡
不
仰
君
緑
'
雑
費
'

不
為
望
功
｡
不
仕
則
不
治
'
不
任
則
不
忠
｡
且
先
王
之
所
以
使
其
臣
民
者
'
罪

爵
線
則
刑
罰
也
｡
今
四
着
不
足
以
使
之
'
則
望
嘗
誰
為
君
平
｡
不
服
兵
事
而
顕
'

不
親
耕
籍
而
名
'
又
所
以
教
於
国
也
｡
今
有
馬
於
此
'
如
勝
之
状
者
'
天
下
之

至
良
也
｡
然
而
駆
之
不
前
'
和
之
不
止
'
左
之
不
左
'
右
之
不
着
'
則
蔵
獲
難

儀
'
不
託
其
足
｡
蔵
獲
之
所
願
託
其
足
於
駿
者
'
以
牒
之
可
以
追
利
群
書
也
0

今
不
為
人
用
'
蔵
獲
離
膿
'
不
託
其
足
寄
｡
巳
白
謂
以
為
世
之
資
士
'
而
不
為



主
用
'
行
極
賢
而
不
用
於
君
'
此
非
明
主
之
所
臣
也
｡
亦
膜
之
不
可
左
右
央
'

是
以
殊
之
｡

太
公
望
が
斉
に
封
ぜ
ら
れ
た
と
き
斉
の
海
上
に
隠
士
の
狂
商
･
華
士
兄
弟
が
い
た
｡

二
人
が
議
を
申
し
立
て
て
言
う
に
は
'
｢
我
ら
は
天
子
に
臣
と
覆
ら
ず
'
諸
侯
を
友

と
し
を
い
.
耕
作
し
て
食
ら
い
井
を
掘
っ
て
飲
み
人
に
求
め
る
こ
と
は
覆
い
.
(
育

姓
の
)
　
上
の
名
も
を
-
'
君
の
緑
も
を
-
'
仕
え
て
力
を
労
す
る
こ
と
も
覆
い
.
｣

と
.
太
公
望
は
史
を
や
っ
て
捕
え
て
殺
さ
せ
た
.
周
公
且
は
そ
の
こ
と
を
聞
い
て
驚

い
て
た
ず
ね
た
｡
｢
二
人
は
賢
者
で
あ
る
.
ど
う
し
て
殺
し
た
の
か
｣
.
太
公
望
は
答

え
て
い
う
.
｢
あ
の
二
人
は
天
子
に
臣
せ
ず
諸
侯
を
友
と
せ
ず
云
々
と
申
し
立
て
た
｡

天
子
の
臣
に
怒
ら
覆
い
と
い
う
こ
と
は
私
が
得
て
臣
と
す
る
こ
と
が
で
き
覆
い
と
い

う
こ
と
だ
.
諸
侯
を
友
と
せ
ず
と
は
私
が
得
て
使
う
こ
と
が
で
き
覆
い
と
い
う
こ
と

だ
.
耕
作
し
て
食
ら
い
井
を
掘
っ
て
飲
み
人
に
求
め
る
こ
と
が
覆
い
と
は
'
私
が
賞

罰
勧
禁
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
.
且
つ
上
の
名
が
夜
け
れ
ば
智

を
-
と
難
も
私
の
用
を
為
さ
を
い
こ
と
で
あ
-
'
君
の
緑
を
仰
が
を
け
れ
ば
賢
を
-

と
雅
も
私
の
た
め
に
功
を
た
て
覆
い
と
い
う
こ
と
に
覆
る
.
仕
え
な
け
れ
ば
治
め
ら

れ
ず
'
任
ぜ
ら
れ
夜
け
れ
ば
忠
誠
を
尽
-
せ
覆
い
.
そ
も
そ
も
先
王
の
其
の
臣
民
を

使
う
所
以
は
'
爵
緑
で
夜
け
れ
ば
刑
罰
で
あ
る
.
い
ま
こ
の
四
つ
の
も
の
で
も
動
か

す
こ
と
が
で
き
ぬ
と
す
れ
ば
'
私
は
1
体
誰
を
殿
様
と
思
え
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
.

(
中
略
)
　
だ
か
ら
彼
ら
を
殺
し
た
の
で
す
｣
 
0

華
士
に
と
っ
て
は
酸
鼻
の
き
わ
み
で
あ
る
が
'
事
件
の
内
容
は
い
た
っ
て
単
純
で

あ
る
｡
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
に
徹
し
よ
う
と
し
た
聾
士
兄
弟
を
'
太
公
望
は
自
己
の
刺

肘
下
に
は
い
ら
覆
い
危
険
人
物
と
し
て
抹
殺
し
た
.
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
.

し
か
し
単
純
を
だ
け
に
か
え
っ
て
現
実
の
焼
烈
さ
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
｡
人
間

を
馬
に
な
ぞ
ら
え
て
'
言
う
こ
と
を
き
か
ぬ
か
ら
殊
殺
す
る
な
ど
と
は
尋
常
の
沙
汰

で
は
覆
い
が
'
こ
の
こ
と
は
当
時
の
支
配
者
の
横
暴
を
示
す
1
万
'
彼
ら
が
い
か
に

自
己
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
か
ら
は
み
出
す
人
間
の
輩
出
を
恐
れ
て
い
た
か
を
示
す
皮

松
　
　
尾
　
　
幸
　
　
弘
　
〔
研
究
紀
要
　
第
二
九
巻
〕

証
と
も
覆
っ
て
い
る
.
｢
又
非
所
以
教
於
国
也
｣
　
と
は
'
そ
う
い
う
て
あ
い
に
岱
う

や
か
ら
が
蔓
延
す
る
所
以
で
あ
る
t
と
い
っ
て
､
そ
の
根
を
断
ち
切
ろ
う
と
す
る
意

図
を
匂
わ
せ
る
語
と
覆
っ
て
い
る
.

こ
う
し
て
'
以
上
三
つ
の
事
件
'
子
産
　
-
　
部
析
'
太
公
望
　
-
　
華
士
'
孔
子

-
　
少
正
卯
を
並
べ
て
み
る
と
'
い
-
つ
か
の
共
通
項
が
か
怒
り
鮮
明
に
と
り
出
せ

る
の
で
あ
る
｡
先
ず
第
一
に
'
そ
れ
ら
は
当
時
の
絶
対
権
力
者
対
非
権
力
　
(
在
野
)

の
｢
賢
人
｣
と
い
う
間
の
抗
争
事
件
で
あ
る
こ
と
.
第
二
に
'
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
内

容
に
は
ま
だ
正
確
に
把
握
で
き
を
い
部
分
が
あ
る
が
'
い
ず
れ
も
体
制
(
一
概
に
保

(S)

守
対
革
新
と
は
い
い
き
れ
覆
い
)
　
の
思
想
括
抗
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
こ
と
｡
第
三

に
'
両
者
の
緊
張
関
係
は
す
で
に
殺
伐
た
る
状
態
に
怒
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
を
ど

で
あ
る
.
要
す
る
に
こ
と
は
極
め
て
激
烈
を
思
想
対
立
に
起
因
す
る
事
件
で
あ
っ
た
.

少
正
卯
が
極
悪
非
道
を
強
盗
犯
凌
ど
で
あ
っ
た
方
が
孔
子
に
と
っ
て
は
む
し
ろ
幸
い

し
た
か
も
知
れ
覆
い
の
だ
が
.

孔
子
が
少
正
卯
を
課
し
た
こ
と
の
弁
護
と
し
て
最
後
に
だ
め
お
し
し
た
'
｢
詩
に

日
-
'
憂
心
情
情
と
し
て
群
小
に
怪
る
'
小
人
群
を
成
せ
ば
斯
ち
憂
う
る
に
足
る
L

を
解
明
し
て
お
こ
う
｡

1
句
は
『
詩
経
･
邦
風
･
柏
舟
』
に
見
え
る
.

H
汎
彼
柏
舟
'

秋
秋
不
凍
'

微
我
無
酒
'

3
3
我
心
匪
塵
'

亦
有
兄
弟
'

薄
言
往
姫
､

田
我
心
匪
石
'

亦
汎
其
流
'

如
有
隠
憂
'

以
敷
以
遊
｡

不
可
以
茄
'

不
可
以
接
'

逢
彼
之
怒
｡

不
可
韓
也
へ



松
　
　
尾
　
　
善
　
　
弘
　
〔
研
究
紀
要
　
第
二
九
巻
〕

我
心
匪
席
'

威
儀
様
様
'

ヽ

　

　

　

ヽ

　

　

　

ヽ

　

　

　

ヽ

佃
憂
心
情
惰
'

親
閲
既
多
'

静
言
思
之
､

掛
目
居
月
諸
へ

心
之
憂
夫
'

静
言
恩
之
'

不
可
巻
也
'

不
可
選
也
｡

ヽ

　

　

　

ヽ

　

　

　

ヽ

　

　

　

ヽ

悦
子
群
小
'

受
侮
不
少
'

宿
騨
有
標
｡

胡
迭
而
微
'

如
匪
幹
衣
'

不
能
奮
飛
｡

H
汎
た
る
彼
の
柏
舟
'
亦
た
汎
と
し
て
其
れ
流
る
'

い

秋
秋
と
し
て
森
ね
ら
れ
ず
'
隠
憂
あ
る
が
如
し
'

ご

う

あ

ら

我
が
酒
の
激
し
以
て
遊
す
る
無
さ
に
微
ず
｡

か

ゞ

み

あ

ら

い

臼
我
が
心
聾
に
匪
ず
､
以
て
茄
る
べ
か
ら
ず
'

亦
た
兄
弟
あ
れ
ど
も
'
以
て
擦
る
べ
か
ら
ず
'

し

ば

こ

こ

つ

薄
ら
-
言
に
往
き
源
ぐ
れ
ば
'
彼
の
怒
-
に
逢
う
.

臼
我
が
心
石
に
匪
ず
'
転
が
す
べ
か
ら
ざ
る
を
-
'

む
し
ろ

我
が
心
席
に
匪
ず
､
巻
-
べ
か
ら
ざ
る
を
-
'

て
い

威
儀
様
様
と
し
て
､
選
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
覆
り
｡

,
つ
ら

脚
憂
心
情
情
と
し
て
'
群
小
に
怪
ま
る
'

う

れ

え

あ

あ

な

ど

り

閲
に
戟
う
こ
と
既
に
多
-
'
侮
を
受
-
る
こ
と
少
を
か
ら
ず
'

さ

む

ね

う

静
か
に
言
に
之
を
思
う
て
､
薄
め
て
辞
つ
こ
と
標
た
る
あ
-
0

を

ん

か

わ

約
日
や
月
や
'
胡
ぞ
迭
っ
て
微
を
る
や
'

あ
ら

心
の
憂
え
'
幹
わ
ざ
る
衣
の
如
し
'

ふ
る

(3;

静
か
に
言
に
之
を
思
う
て
'
奮
い
飛
ぶ
こ
と
能
わ
ず
.

こ
の
詩
は
毛
序
で
は
｢
仁
に
し
て
不
遇
を
る
を
言
う
｡
衛
の
頃
公
の
時
'
仁
人
不

遇
へ
　
小
人
　
(
君
)
　
側
に
在
-
｣
と
あ
-
'
そ
の
不
遇
を
仁
者
の
詩
で
あ
る
と
い
う
.

一
方
'
劉
向
の
『
列
女
伝
』
で
は
'
こ
の
詩
の
第
三
章
を
'
衛
の
君
主
の
夫
人
と
を

一
四
四

る
べ
ぐ
輿
入
れ
し
た
斉
の
姫
君
が
'
到
着
直
前
に
夫
た
る
べ
き
人
が
急
死
し
て
代
っ

た
弟
に
求
婚
さ
れ
'
そ
れ
を
断
っ
た
歌
と
し
て
引
い
て
い
る
.
こ
う
し
て
作
者
を
男

性
と
見
る
か
女
性
と
見
る
か
の
二
説
が
あ
る
が
'
い
ま
そ
の
詮
索
は
ひ
と
ま
ず
お
い

て
'
肝
心
を
｢
憂
心
情
惰
'
悦
子
群
小
L
の
解
釈
に
と
り
か
か
ろ
う
.

鄭
聾
の
解
説
に
依
れ
ば
､
｢
促
は
窓
を
-
｡
惰
情
は
憂
え
る
貌
｡
群
小
は
衆
小
人

_
H
Uの

君
側
に
あ
る
も
の
｣
と
あ
る
｡
と
こ
ろ
で
こ
の
一
句
'
調
べ
て
み
る
と
'

う

ら

(

S

)

十
'
憂
心
情
情
と
し
て
群
小
に
悌
ま
る

(
1
5
)

ロ
'
憂
い
あ
る
心
の
惰
情
と
し
て
群
小
を
性
む

と
い
う
二
通
-
の
解
釈
の
し
か
た
が
あ
る
.
助
字
｢
干
し
を
受
身
と
み
る
か
(
イ
)
'

対
象
を
示
す
語
と
み
る
か
(
ロ
)
t
　
の
違
い
で
あ
る
が
'
こ
れ
は
明
ら
か
に
ロ
で
夜
け

れ
ば
怒
ら
を
い
.
訳
も
'
｢
憂
密
を
心
は
し
を
し
を
と
し
て
'
つ
ま
ら
覆
い
連
中
の

(
1
6
)

こ
と
を
恨
め
し
-
思
う
O
L
-
ら
い
に
押
え
て
お
-
べ
き
だ
ろ
う
.
『
列
女
伝
』
で
も

か
ぞ

｢
威
儀
は
様
様
と
し
て
'
選
う
べ
か
ら
ざ
る
を
り
L
を
引
い
た
あ
と
'
｢
そ
の
左
右
に

賢
臣
を
-
皆
そ
の
君
の
意
に
順
う
を
言
う
覆
り
｣
と
君
側
の
も
の
の
だ
ら
し
を
さ
を

言
っ
て
い
る
の
で
'
こ
の
句
の
解
釈
は
ほ
ぼ
ロ
の
線
だ
と
考
え
て
よ
い
.

こ
の
詩
の
作
者
に
つ
い
て
無
理
に
男
性
か
女
性
か
を
決
め
る
必
要
は
覆
い
が
'
折

角
孔
子
が
引
き
合
い
に
出
し
た
の
だ
か
ら
そ
の
意
図
に
添
う
べ
-
辻
複
を
合
せ
て
み

ょ
う
｡
い
う
ま
で
も
を
-
'
そ
れ
を
男
性
と
み
た
て
て
で
あ
る
｡

孔
子
は
日
頃
め
ぐ
ま
れ
を
い
自
己
の
境
遇
を
か
こ
ち
つ
つ
'
君
側
に
群
が
る
無
能

を
家
来
ど
も
に
む
か
っ
腹
を
た
て
て
い
た
.
憂
心
情
惰
'
悦
子
群
小
.
と
こ
ろ
が
そ

う
い
う
彼
に
も
よ
う
や
-
チ
ャ
ン
ス
が
め
ぐ
っ
て
き
て
'
大
司
遠
か
ら
首
相
代
理
に

の
し
あ
が
る
こ
と
に
覆
っ
た
.
だ
が
実
権
派
の
領
袖
と
覆
っ
た
時
点
で
も
ま
だ
群
小

と
の
い
ざ
こ
ざ
に
頭
を
悩
ま
せ
ら
れ
て
い
る
.
憂
心
情
惰
'
懐
手
群
小
.
ま
し
て
や

そ
の
も
の
ど
も
が
徒
党
を
組
み
己
れ
の
政
策
に
対
抗
す
る
気
配
さ
え
み
せ
め
は
じ
め

た
｡
小
人
成
群
'
斯
足
憂
　
(
畏
)
　
夷
｡
頭
痛
の
種
子
を
取
-
除
-
最
も
て
っ
と
り
早

い
方
法
'
そ
れ
は
群
小
ど
も
の
東
目
す
夜
わ
ち
小
人
之
架
雄
を
血
祭
り
に
あ
げ
る
こ



と
で
あ
っ
た
｡
-
　
孔
子
課
少
正
卯
｡

註

l
　
｢
魯
国
の
警
視
総
監
に
な
っ
た
｣
と
は
'
魯
迅
｢
在
現
代
中
国
的
孔
夫
子
｣
魯
迅
全
集
･

且
介
亭
雑
文
二
集
の
言
.
第
六
巻
･
二
五
1
ペ
ー
ジ

2
　
梁
玉
縄
目
'
摂
相
者
'
乃
侶
相
会
盟
之
事
.
つ
ま
り
'
会
盟
の
補
佐
役
と
い
う
説
も
あ

る
｡

3
　
玉
南
山
房
輯
侠
書
目
　
文
海
出
版
社
　
五
一
〇
ペ
ー
ジ

4
　
論
語
｡
衛
霊
公
第
｡

5
　
左
伝
'
定
九
年
伝
｡
鄭
駆
散
殺
部
析
'
而
用
其
竹
刑
｡

6
　
杜
預
注
｡
郡
析
'
鄭
大
夫
'
欲
改
鄭
所
鋳
旧
制
'
不
受
君
命
'
而
私
道
刑
法
'
書
之
於

竹
筒
'
故
云
竹
刑
｡
孔
穎
達
疏
｡
昭
六
年
子
産
鋳
刑
書
干
鼎
'
今
鄭
析
別
造
竹
刑
'
明
是

改
鄭
所
鋳
旧
制
｡

7
　
師
青
白
'
両
観
'
謂
閲
也
｡

8
　
閑
干
孔
子
諌
少
正
卯
問
題
　
趨
紀
彬
著
'
(
一
九
七
三
年
'
人
民
出
版
社
)
臼
〟
五
悪
″

疏
証
は
若
干
こ
じ
つ
け
の
感
を
免
れ
な
い
.

9
　
楊
栄
国
'
章
詩
同
氏
を
ど
'
郡
折
に
な
ら
ん
で
法
家
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
と
す
る
｡

1
0
　
孔
疏
｡
行
偽
而
堅
者
'
行
此
詐
偽
'
而
守
之
堅
固
'
不
骨
変
改
｡
言
偽
而
蹄
者
'
謂
言

談
偽
事
'
辞
理
明
耕
'
不
可
屈
之
｡
学
非
而
博
者
'
謂
習
学
非
違
之
書
'
而
又
広
博
｡
順

非
而
揮
者
'
謂
服
従
非
違
之
事
'
而
能
光
輝
文
飾
'
以
疑
於
衆
｡
如
此
者
殺
｡

1
1
　
楊
注
｡
督
読
為
焚
｡
焚
衆
'
惑
衆
也
｡
強
'
剛
腹
也
｡
反
是
'
以
非
為
是
也
｡
独
立
'

人
不
能
傾
之
也
｡

1
2
　
批
林
批
孔
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
で
は
ほ
ぼ
儒
家
(
保
守
)
対
法
家
(
革
新
)
と
断
定
し

16 15 14 13

て
い
る
.
太
公
対
華
士
は
そ
の
様
式
で
律
し
き
れ
る
か
問
題
が
あ
ろ
う
.

中
国
古
典
詩
集
　
筑
摩
書
房
'
三
八
ペ
ー
ジ
橋
本
循
訳
｡

詩
経
･
楚
辞
　
中
国
古
典
文
学
大
系
　
平
凡
社
　
日
加
田
誠
訳
　
二
三
ペ
ー
ジ
と
同
着
｡

詩
経
国
風
上
　
岩
波
中
国
詩
人
選
集
　
富
川
幸
次
郎
訳
｡
一
〇
四
ペ
ー
ジ
｡

同
　
　
右
｡

松
　
　
尾
　
　
善
　
　
弘
　
〔
研
究
紀
要
　
第
二
九
巻
〕


